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協
議
員
会
は
今 

９
月
～
１
１
月
の
定
例
協
議

員
会
で
の
報
告
や
検
討
し
た
内

容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

秋
祭
り
組
織
・
運
営
・
総
括 

② 

辻
川
山
周
辺
整
備
事
業
・
ま
ち
づ

く
り
補
助
事
業
検
討 

→ 

鈴
の
森

神
社
駐
車
場
（
元
バ
レ
ー
コ
ー
ト
）

に

案
内
看
板
設
置
等 

③ 

辻
川
区
自
治
運
営
規
約
の
第
３

条
（
選
挙
）
改
正
検
討 

④ 

協
議
員
選
挙
準
備 

⑤ 

協
力
金
徴
収
・
決
算
準
備 

⑥ 

総
会
に
向
け
て
の
来
年
度
事
業 

 

計
画
・
予
算
等
議
案
検
討 

⑦ 

保
健
所
裏
の
上
井
郷
水
路[

堰
溝 

(

ゆ
み
ぞ)]

改
修
工
事
は
２
月
末
ま
で 

 

    
当
面
の
予
定 

１
月
１
６
日
（
日
）1

3
:
3
0

～ 

 

平
成
２
３
年
度
総
会 

 

宮
当
番[

１
０
隣
保]
よ
り 

 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

◆
１
月
１
日
・
２
日 

 

正
月
祭
り
（
鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

◆
１
月
９
日
（
日
）
１
０
時
３
０
分 

冬
え
び
す 

（
鈴
の
森･

恵
美
酒
神
社
） 

◆
１
月
１
５
日
（
土
）
１
５
時 

と
ん
ど 

（
鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

事
業
報
告 

◆
９
月
１
８
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

９
～
１
１
月
行
事
・
事
業
確
認 

② 

秋
祭
り
実
行
委
員
会
構
成
・
運
行

予
定
等
説
明 

③ 

国
勢
調
査
の
確
認 

◆
９
月
２
６
日
（
日
） 

道
普
請
・
雲
津
川
清
掃 

 

祭
り
前
の
恒
例
の
行
事
。
協
議
委

員
は
雲
津
川
へ
。
屋
台
運
行
前
の
露

払
い
が
完
了
し
た
。 

       

◆
１
０
月
９
日
（
土
） 

・
１
０
日
（
日
） 

秋
祭
り 

雨
ま
た
雨
・
・
・
他
地
区
が
蔵
出

し
を
取
り
や
め
る
中
、
二
つ
の
神
社

奉
納
を
決
行
し
た
宵
宮
。
新
築
な
っ

た
田
嶋
神
社
（
西
野
）
か
ら
辻
川
公

民
館
ま
で
の
練
り
通
し
、
懐
か
し
い

「
上
坂
」
へ
の
上
り
復
活
、
本
降
り

の
鈴
の
森
神
社
奉
納
‥
昼
過
ぎ
に
は

蔵
入
れ
し
た
も
の
の
中
身
の
濃
い
宵

宮
だ
っ
た
。
天
候
の
回
復
し
た
本
宮

で
は
辻
川
な
ら
で
は
の
粘
り
を
見
せ

た
。
と
は
い
え
、
深
夜
ま
で
の
粘
り

は
老
体
に
は
こ
た
え
た
（
２
３
時
蔵

入
）
。
夜
の
肩
合
せ(1

0
/
2

)

が
功
を

奏
し
た
か
。 

                       

◆
１
１
月
２
８
日
（
日
） 

行
政
懇
談
会 

＋ 

人
権
教
育
・
青

少
年
健
全
育
成
自
治
会
研
修
会 

 

懇
談
会
で
は
、
文
化
ゾ
ー
ン
と
し

て
の
辻
川
界
隈
の
今
後
の
環
境
整
備

や
自
主
防
災
計
画
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
な
さ
れ
、
研
修
会
で
は
、
東

中
か
ら
の
報
告
、
人
権
映
画
『
あ
の

空
の
向
こ
う
に
』
鑑
賞
と
そ
の
補
足

説
明
が
な
さ
れ
た
。
３
３
名
出
席 

 
第１６号［2010 冬号］  平成２２年１２月４日発行 

「
あ
る
も
の
さ
が
し
」
が
、
も
た
ら
し
た
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

先
日
、
小
浜
市
へ
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
小
浜 

市
の｢

食
の
ま
ち
づ
く
り｣

の
取
り
組
み
は
、
全
国
的
に

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
と
い
え
ば
、｢

道

路
を
造
っ
て
ほ
し
い｣
と
か
、
「
こ
ん
な
施
設
が
必
要

だ
」
と
い
う
「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
の
発
想
を
す
る
の

が
一
般
的
で
す
が
、
小
浜
市
で
は
、
自
分
た
ち
が
今
住

ん
で
い
る
所
に
は
何
が
あ
る
か
を
考
え
る
、
「
あ
る
も

の
さ
が
し
」
か
ら
取
り
組
ん
だ
と
い
い
ま
す
。 

し
か
し
、｢

あ
る
も
の
さ
が
し｣

と
ひ
と
く
ち
に
言
っ

て
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
を
探
す

の
は
、
た
や
す
い
事
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

あ
る
地
域
で
ひ
と
り
の
老
人
が
つ
ぶ
や
い
た
と
い

い
ま
す
。｢

『
あ
る
も
の
さ
が
し
』
と
い
っ
て
も
、
こ

こ
に
は
何
も
な
い
よ
、
あ
る
も
の
は
自
然
だ
け
、
そ
れ

と
子
ど
も
た
ち
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
孫
み
た
い
な

も
ん
だ
よ｣

と
。 

こ
の
言
葉
が
、
や
が
て
小
浜
市
の
取
組
み
の
大
き
な

特
色
で
あ
る
究
極
の
地
産
地
消
、
す
な
わ
ち
、
地
域 

の
農
家
が
作
っ
た
野
菜 

を｢

孫
た
ち｣

の
通
う
学 

校
へ
届
け
る
「
校
区
内 

型
地
場
産
学
校
給
食
」 

に
発
展
し
て
い
く
と
は
、 

誰
も
思
っ
て
い
な
か
っ 

た
よ
う
で
す
。 

         

10 日 14:20 宮入 宙に舞う 

 

10 日 17 時 宮出 加治谷･井ノ口と 

 

9 日 11:55  

雨中の奉納相撲 

 

１
０
月
２
９
日
（
金
） 

県
指
定
文
化
財
三
木
家
住
宅
保
存
修
理
工
事

の
地
元
説
明
会
が
、
区
民
１
７
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
。
今
年
か
ら
平
成
３
１
年
度
ま

で
の
１
０
年
に
及
ぶ
計
画
が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
ず
来
年
３
月
末
ま
で
に
、
表
門
、
厩(

う
ま

や)

、
南
土
塀
の
一
部
を
解
体
し
、
部
材
を
保

存
す
る
と
の
こ
と
。
道
路
を
挟
ん
で
南
東
側

の
空
地
に
保
存
小
屋
や
現
場
事
務
所
が
、
敷

地
北
側
の
米
蔵
東
に
仮
設
入
口
が
で
き
る
。 

１
１
月
２
８
日
（
日
） 

… 

辻
川
鬼
太
鼓
が

市
川
町
ひ
ま
わ
り
ホ
ー
ル
で
の
「
銀
の
馬
車

道
沿
線
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
出
演
。

と
り
を
飾
っ
た
。
香
寺
町
岩
部
樽
か
き
・
土

師
獅
子
舞
に
は
歴
史
の
重
み
を
感
じ
た
。 

 

10 日 14:15 宮入 西野屋台と 

 

9 日 11:20 上坂を上る 

 

9 日 12:10 ぬかるみの宮出 

 

http://www10.plala/


協
議
員
と
し
て
の 

任
期
を
終
え
て 

感
謝 

内
藤
政
義 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
悩
み 

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
は
相
手
の
言
葉
に
耳
を 

傾
け
、
自
分
の
考
え
は
そ
の
後
で
。
そ
う
す 

る
と
距
離
を
縮
め
、
又
一
人
理
解
者
が
増
え
、 

心
が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
見
良
一 

今
夏
は
ま
っ
こ
と
暑
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。
猛
暑･

灼
熱
の
中
、
界
隈
展･
民
俗 

学
の
夕
べ
の
準
備
作
業
で
は
絶
命
寸
前
、
ベ 

リ
ー
ベ
リ
ー
過
酷
で
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
熱 

中
症
回
避
対
策
に
苦
心
。
地
球
温
暖
化
に
備 

え
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
準
備
作
業
な
ど
の
再 

考
を
。
抜
本
的
見
直
し
必
至
。 

日
下
博
義 

節
目
の
２
年
間
は
特
に
長
い
と 

 

実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
何
を
す
べ
き
だ
っ
た
の 

 

か
、
何
が
出
来
た
の
か
、
自
問
自
答
す
る
。 

 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
〔
計
画
→
実
行
→
検
証
→
改
善
行
動
〕 

 

を
円
滑
に
回
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
貰 

 

い
た
い
。 

釜
坂
好
隆 

毎
年
の
事
業
計
画
は
僅
か
２･

３ 

行
の
代
わ
り
映
え
の
な
い
内
容
で
す
が
、
実 

際
の
事
前
準
備
、
後
始
末
等
な
ん
と
大
変
な 

事
か
と
、
い
つ
も
思
う
。
区
民
の
方
々
の
協 

力
な
し
で
は
と
て
も
出
来
な
い
自
治
会
活
動 

…
感
謝
感
謝
で
合
掌
！ 

松
岡
博
子 

思
い
が
け
ず
協
議
員
に
選
ば
れ 

 

戸
惑
い
と
混
乱
の
中
、
初
心
の
「
健
康
に
気 

 

を
つ
け
、
他
の
役
員
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
な 

 

い
よ
う
に
」
を
心
が
け
て
過
ご
し
て
き
ま
し 

 

た
。
皆
様
の
ご
協
力
と
お
力
添
え
に
、
感
謝 

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

金
井
年
郎 

振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
何
も 

出
来
ず
に
こ
の
２
年
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た 

       

           

よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
間
、
大
変
多
く
の 

方
に
ご
協
力
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。 

高
井
紳
一 

微
力
な
が
ら
辻
川
区
の
発
展
に 

寄
与
す
る
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

自
治
会
活
動
に
お
い
て
経
験
し
た
こ
と
は
、 

今
後
の
活
動
に
多
い
に
役
に
た
つ
か
と
思
っ 

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

松
田
耕
二 

協
議
員
に
選
出
さ
れ
区
の
行
事 

に
参
加
す
る
中
で
、
協
力
と
思
い
や
り
の
心 

を
持
ち
、
助
け
合
い
な
が
ら
辻
川
の
歴
史
と 

文
化
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
も
の
だ
と
痛 

切
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
人
と 

が
つ
な
が
り
な
が
ら
、
心
豊
か
な
住
み
や
す 

い
辻
川
区
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

鈴
木
智
久 

「
あ
っ
」
と
い
う
間
の
２
年
間
で 

し
た
。
何
も
残
せ
ず
時
だ
け
が
流
れ
て
い
き 

ま
し
た
。
反
省
ば
か
り
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と 

経
験
さ
せ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

し
た
。 

田
﨑
正
和 

は
、
編
集
後
記
に 

  

、 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

          

村名(注３)･本数 多い字名･本数 村名(注３)･本数 多い字名･本数 

川辺村   44 上田中村 18 福崎村   82 

大正 14 年～福崎町 

山崎村  37 

瀬加村   54 下瀬加村 26 福崎新村 22 

田原村  177 

〔氏子である 

  辻川･井ノ口 

  は含まず〕 

西光寺村 36 船津村  38 八幡(新)村 20 

中島村  31 <その他>  加西郡 17  香呂村 9 

 姫路市 47  神戸市 7  大阪市 7 

 京都市 11 北海道 8 その他 30 

吉田村  24 

田尻村  20 

八千種村 38 (注３) 明治 22(1889)年～昭和 29(1954)年頃までの村名 

※ 全玉垣 1063 本中、氏子以外は 569 本。村社としては極めて多いのでは！？ 

                                  

                         

５ 

幻
の
辻
川
町
と 

 
 
 

玉
垣
奉
納
者 

 

１
９
５
２
（
昭
和
２
７
）
年
、
県

は
自
治
体
の
財
政
難
克
服
と
産
業
振

興
を
図
る
た
め
、
町
村
合
併
を
積
極

的
に
推
進
し
始
め
た
。
当
時
、
現
福

崎
町
は
田
原
村
、
八
千
種
村
と
旧
福

崎
町
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
合
併
に

向
け
て
動
き
出
し
た
の
は
県
に
よ
っ

て
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た
（
注
１
）

１
９
５
４
年
以
降
で
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
５
４
年
９
月
末
、
町
名

と
庁
舎
の
位
置
を
め
ぐ
る
対
立
の
中

で
行
き
詰
ま
り
、
合
併
協
議
自
体
が

中
断
し
て
し
ま
う
。 

 

合
併
へ
の
動
き
に
異
変
が
起
こ
っ

た
の
は
５
５
年
３
月
。
県
か
ら
鶴

居
・
甘
地
・
川
辺
と
合
併
す
る
よ
う

に
指
定
さ
れ
て
い
た
瀬
加
村
が
突
如
、

田
原
村
へ
合
併
を
申
し
込
ん
だ
。
田

原
村
、
八
千
種
村
は
直
ち
に
こ
れ
に

応
じ
た
。
田
原
・
八
千
種
・
瀬
加
の

各
村
議
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
産
は

「
辻
川
町
」
に
帰
属
す
る
旨
の
決
議

を
行
い
、
１
９
日
に
は
各
村
議
会
で

合
併
を
決
定
し
、
３
月
３
１
日
に
「
辻

川
町
」
を
実
現
し
た
い
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
合
併
の
理
由
と
し
て
「
古

来
よ
り
人
情
、
風
俗
、
習
慣
を
同
じ

く
し
産
業
、
経
済
の
面
に
お
い
て
は

有
無
相
通
じ
、
特
に
農
業
、
水
利
及

山
林
の
経
営
に
関
し
不
離
一
体
の
関

係
」
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。 

 

し
か
し
、
旧
福
崎
町
の
陳
情
も
あ

り
、
県
は
瀬
加
村
の
田
原
・
八
千
種

と
の
合
併
を
認
め
ず
、「
辻
川
町
」
は

宙
に
浮
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

遂
に
７
月
、
瀬
加
村
は
鶴
居
・
甘
地
・

川
辺
と
の
合
併
に
踏
み
切
る
こ
と
に

な
る
。
か
く
て
田
原
村
首
脳
部
が
期

待
し
た
「
辻
川
町
」
は
、
幻
に
終
わ

っ
た
の
で
あ
っ
た
（
注
２
）
。 

［
以
上
、「
福
崎
町
史 

第
二
巻
」
平
成
７
年
、 

福
崎
町
発
行 

よ
り
抜
粋
・
加
筆
］ 

 

そ
こ
で
、
瀬
加
と
の
つ
な
が
り
を

鈴
の
森
神
社
に
残
さ
れ
た
玉
垣
奉
納

者
の
居
住
地
か
ら
調
べ
て
み
た
（
左

表 

倒
壊
し
た
３
０
本
は
省
く
）
。 

                 

特
に
瀬
加
村
の
玉
垣
が
多
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
当
時
の
戸
数
や
幹
線

道
路
か
ら
外
れ
た
位
置
を
考
え
る
と

「
水
利
及
山
林
の
経
営
に
関
し
不
離

一
体
の
関
係
」
が
う
な
ず
け
る
。 

 

玉
垣
に
は
遠
く
は
京
都
の
呉
服
商

や
城
崎
三
方
村
の
柳
行
李(

こ
う
り)

商
、

さ
ら
に
は
北
海
道
や
中
国
満
州
・
大

連
市
か
ら
の
奉
納
も
あ
る
。
辻
川
が

物
流
や
行
商
の
拠
点
（
玉
垣
が
広
告

塔
）
で
あ
っ
た
、
離
郷
者
に
と
っ
て

の
寄
進
は
故
郷
と
心
を
つ
な
い
だ
、

地
元
の
経
済
的
負
担
軽
減
に
役
立
っ

た
、
等
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
そ

れ
に
し
て
も
、
懐
古
的
な
村
名
表
記

が
多
く
、
奉
納
時
期
を
特
定
、
分
類

す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
残
念
。 

（
注
１
）

合
併
協
議
以
前
の
住
民
意
識
を

「
神
崎
タ
イ
ム
ス
」
は
、『
１
８
８
９
（
明

治
２
２
）
年
の
地
方
制
度
改
革
は
る
か
以

前
の
旧
神
東
・
神
西
両
郡
時
代
か
ら
市
川

を
は
さ
ん
で
深
く
根
ざ
し
て
い
た
東
西

町
村
の
わ
だ
か
ま
り
、
近
く
は
地
方
事
務

所
・
神
姫
バ
ス
営
業
所
の
設
置
問
題
は
じ

め
と
し
た
福
崎
・
田
原
二
町
村
間
の
複
雑

微
妙
な
関
係
か
ら
み
て
、
こ
の
合
併
こ
そ

未
曾
有
の
難
関
と
さ
れ
て
い
た
・
・
』
と

報
じ
て
い
る
（
５
４
年
１
月
）。 

（
注
２
）

１
９
５
６
（
昭
和
３
１
）
年
５
月

３
日
、
新
福
崎
町
が
よ
う
や
く
誕
生
。
町

名
を
福
崎
が
、
役
場
を
田
原
が
、
そ
し
て

初
代
町
長
を
八
千
種
が
、
と
い
う
形
で
三

町
村
の
顔
を
立
て
た
合
併
が
実
現
し
た
。 

 

ち
な
み
に
、
地
方
制
度
の
変
遷
は
、
１

８
７
６
（
明
治
９
）
年
に
〔
姫
路
藩
〕
辻

川
村
・
井
ノ
口
村
・
北
野
村
・
田
尻
村
が

合
併
し
西
田
原
村
に
、
１
８
８
９
（
明
治

２
２
）
年
に
西
田
原
・
東
田
原
・
南
田
原

の
各
村
が
合
併
し
田
原
村
に
な
っ
て
い

る
。 編

集
後
記 

 

来
年
の
『
鈴
の
森
神
社
の
玉
垣
に 

み
る
・
・
』
で
は
、
田
原
小
学
校
旧 

講
堂
建
築
費
寄
付
で
有
名
な
松
岡
源 

之
助
さ
ん
を
、
八
隣
保
の
松
岡
秀
隆 

さ
ん
の
連
載
で
お
届
け
す
る
予
定
で 

す
。
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
辻
川 

だ
よ
り
５
年
目
に
新
風
を
。［
田
﨑
］ 

鈴
の
森
神
社
の 

玉
垣
に
み
る
昔
の 

 

辻
川
の
賑
わ
い 


